
  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 伝え方やほめ方のポイントなど、これまでのスマイル子育てだよりは釧路市 HP に掲載しています。 

(http://www.city.kushiro.lg.jp/kosodatekyouiku/kosodate/1005280/1005394/1005403/1007371.html） 

 

 

 

釧路市児童発達支援センター 令和６年 10月１日発行 No.２6 

※ 質問や相談がありましたら、気軽に児童発達支援センター職員に声を 

かけてください。 

 

       
スマイル子育てだより 

バックナンバーはこちら 

          

◇ 地域支援相談係   44-3555 

◇ 野のはな園     44-1022 

「泣く」「大声で怒る」「物を投げる」といった癇癪（かんしゃく）やパニックは、信頼できる

身近な大人への子どもからの全力の SOS です。癇癪やパニックには必ず理由があります。

パニックの原因や理由を考えることで回数や時間を減らすことにもつながっていきます。 

癇癪(かんしゃく)やパニックが起きたときには、まず、お子さんの気持ちに寄り添い、受け止めてあげること

が大切です。方法は上記の他にもありますので、気軽にセンター職員に相談して下さい。一緒に考えていき

ましょう。 

 

  

 

ご飯やおやつを食べる 

おもちゃで遊びたい 

 

可能な限り応じる 

 

・突然苦手な音が聞こえた 

・食べ物の味や食感が苦手だった 

・特定の服がチクチクする 

 

嫌な音を除く 

好きな食感のメニューに工夫する 

服の素材を変更する 

 

 

休息をとる、昼寝する 

 

  

 お母さんやお父さんと 

一緒に遊びたい 

 

短時間でも一緒に遊ぶ時間を作る 

いつもと同じ道を通りたい 

 

子どものこだわりに大人がこだわらない 

違う道を通るときは、事前に知らせる 

公園に行く予定だったが、 

雨が降ってきた 

 

代わりのお楽しみを用意する 

(好きなあそび、DVD を見るなど) 

 

ブロックが崩れてしまった 

 

気持ちを代弁し、共感する 
「壊れて悲しかったね、一緒に直そうね」 

初めて行くお店だった 

 

事前に目的地の写真を見せる 

考えられる理由と対応方法の例 

http://www.city.kushiro.lg.jp/kosodatekyouiku/kosodate/1005280/1005394/1005403/1007371.html

